
平成31年度　大洲市職員人事異動
市職員237人が 4 月 1 日付で異動

宇
都
宮
千ち

愛あ

（
市
立
大
洲
病
院
）

山
口　
　

樹い
つ
き

（
市
立
大
洲
病
院
）

山
下　

奈な

な々

（
市
立
大
洲
病
院
）

岩
崎　

良よ
し

昭あ
き

（
市
立
大
洲
病
院
）

城
戸　

七な
な

海み

（
市
立
大
洲
病
院
）

冨
永　

浩ひ
ろ

美み

（
市
立
大
洲
病
院
）

井
脇　

恭ゆ
き

奈な

（
肱
川
保
育
所
）

岡
本　

友ゆ

維い

（
新
谷
保
育
所
）

稲
田　

詩し

織お
り

（
喜
多
保
育
所
）

三
好　

達た
つ

也や

（
市
立
大
洲
病
院
）

清
水
小さ

百ゆ

合り

（
教
育
総
務
課
）

西
川
裕ゆ

う

一い
ち

朗ろ
う

（
建
設
課
）

桝
田　

晃あ
き

弘ひ
ろ

（
農
林
水
産
課
）

三
好　
　

諒ま
こ
と

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

二
宮　

智と
も

明あ
き

（
高
齢
福
祉
課
）

井
上　

智と
も

亮あ
き

（
社
会
福
祉
課
）

梶か
じ

畠は
た　

聡そ
う

太た

（
危
機
管
理
課
）

三
木　

郁ふ
み

弥や

（
税
務
課
）

新規採用（18人）

人事異動の基本方針
　今年度の人事異動にあたっては、「大洲市復興
計画～きらめく大洲をみんなで未来につなぐ～」
の指針を踏まえ、市民の「思い」「願い」に寄り
添いながら災害からの復旧・復興事業の着実な推
進に向けた体制を整備するとともに、治水・防災
対策や産業振興など直面する市政の重要課題に対
し迅速かつ的確に対応するため、組織・機構の見
直しを行いました。

1 　機構改革など
▽ 総務部と総合政策部を「総務企画部」と「防災

安全部」に再編しました。総務企画部では、政
策などの総合調整機能と行政管理機能の強化お
よびその有機的連携を図ります。また、危機管
理課を防災安全部の所管とし、防災・危機管理
の総合調整や対策、住民の生活安全に関する施
策を行うなど、防災安全業務に集中・特化した
体制とすることで機能強化を図ります。

▽ 産業経済部を、商工産業課と観光まちづくり課
を所管する「商工観光部」と、農林水産課と農
山漁村整備課を所管する「農林水産部」の 2 つ
の部に分離させ、経済・産業の再生と再興に向
けた事業の実施や支援などの強化と管理運営体
制の明確化を図ります。

▽ 企画政策課と情報管理課を統合し「企画情報課」
に、地域活力課と復興支援室を統合し「復興支
援課」とし、総務課、財政契約課、税務課と合
わせた 5 課を総務企画部の所管とします。

▽ 企画情報課では、重要施策の企画立案・調整な
どの企画部門と、ＩＣＴ（情報通信技術）の利
活用による地域情報化および情報セキュリティ

対策などの情報管理部門の組織内連携により業
務の迅速化・効率化を図ります。

▽ 復興支援課では、災害からの復旧・復興に係る
施策の進

し ん

捗
ちょく

管理や全体調整の役割を担うととも
に、地域活力の創造と地域自治の推進など地域
振興施策に取り組みます。

2 　主要な事務事業推進のための人事配置
▽ 防災事業の推進および災害時対応機能を強化す

るため、危機管理課職員を 1 人増員します。
▽ 7 月豪雨による農地・農業用施設災害の早期復

旧を図るため、農山漁村整備課に新たに土木技
術職の任期付職員 2 人を配置します。

▽ 肱川治水対策事業を強力に推進するため、治水
課内に用地係を設置し、用地取得事務を担う職
員を 3 人増員配置します（嘱託職員含む）。

▽ 教育総務課内に「こども発達支援室」を設置し、
障がいのある子どもや発達の気になる子どもと
その保護者に対する相談窓口を一元化するとと
もに、早期からの一貫した支援の充実に努めま
す。

▽ 肱川地域の復旧・復興に向けた現地対応体制の
強化を図るため、肱川地域復興支援担当部長を
配置（支所長兼務）するとともに、各種支援策
の相談・助言的立場を担う「肱川地域復興支援
総括監」（職員ＯＢ）を配置するほか、肱川支
所地域振興課に「復興支援係」を設置し被災者
支援に努めます。

3 　異動総数
▽異動総数　　　237人　（昨年度　215人）
▽異動率　　　　33.6%　（昨年度　30.1%）
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ー
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ル
オ
ー
プ
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東
大
洲
に
あ
る
総
合
ス
ー
パ
ー
「
オ

ズ
メ
ッ
セ
」
が
３
月
22
日
㈮
、
約
８
カ

月
半
ぶ
り
に
営
業
再
開
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
開
業
を
祝
い
ま

し
た
。

　

オ
ズ
メ
ッ
セ
は
、
平
成
30
年
７
月
豪

雨
で
床
上
１
２
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま

で
浸
水
し
、
商
品
や
備
品
な
ど
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
た

な
コ
ン
セ
プ
ト
「
真
の
地
域
密
着
」
を

も
と
に
、
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

８
カ
月
半
ぶ
り
の
再
開　

新
た
な
試
み
も

　

主
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
点
は
、
生

鮮
食
品
や
お
か
ず
な
ど
の
充
実
の
た
め

売
り
場
を
１
・
２
倍
に
広
げ
、
少
人
数

世
帯
に
合
わ
せ
た
少
量
で
お
い
し
い
商

品
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
子
ど
も
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
、
陳
列
棚
が
下
げ
ら
れ
、

通
路
が
拡
張
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
愛

媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
の
菊
地
秀ひ
で

明あ
き

組
合
長
は
、「
オ
ズ
メ
ッ
セ
を
東
大
洲

の
拠
点
と
し
て
、
今
後
も
地
域
密
着
の

店
舗
を
目
指
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

 

買
い
物
支
援
・
見
守
り
と
と
も
に　

  

　

オ
ズ
メ
ッ
セ
は
、
株
式
会
社
と
く
し

丸
（
徳
島
市
）
と
提
携
し
、
３
月
28
日

㈭
か
ら
移
動
ス
ー
パ
ー
「
と
く
し
丸
」

の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
冷
蔵
・
冷

凍
庫
を
備
え
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
、
生
鮮

食
品
や
総
菜
、
日
用
品
な
ど
約
４
０
０

品
目
１
２
０
０
点
を
積
み
込
み
、
市
内

の
６
コ
ー
ス
を
巡
回
し
ま
す
。

　

出
発
前
に
は
、
大
洲
市
と
株
式
会
社

オ
ズ
メ
ッ
セ
に
よ
る
「
大
洲
市
高
齢
者

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
協
定

書
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二

宮
市
長
は
「
周
辺
部
で
の
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
買
い
物
支
援
が
ひ
と
つ
の

課
題
で
あ
る
。
と
く
し
丸
の
運
営
に
よ

り
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
買
い
物
を
支

え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
対
面
販
売
と

い
う
利
点
を
生
か
し
た
見
守
り
に
も
期

待
し
て
い
る
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
大
洲
市
出
身
で
あ

り
、
親
戚
な
ど
か
ら
も
買
い
物
に

困
っ
て
い
る
と
い
う
声
を
よ
く
耳

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
と
く
し
丸
」
は
、
そ
う

い
っ
た
み
な
さ
ん
を
助
け
に
な
る

存
在
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
見
守
り
役
と
し
て
も
地
域
に

貢
献
で
き
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
す
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
は
初

め
て
で
あ
り
、
緊
張
し
て
い
ま
す

が
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
が
買

い
物
を
楽
し
め
る
よ
う
頑
張
り
た

い
で
す
。

とくし丸販売スタッフ
西山　昌

しょう

吾
ご

　さん
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平
成
31
年
度
大
洲
市
消
防
団
入
団
式

が
４
月
４
日
㈭
、
大
洲
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
団
式
で
は
、
今
年
度
入
団
す
る
19

人
を
代
表
し
て
予
子
林
分
団
の
三
瀬
裕ゆ
う

貴き

さ
ん
に
矢
野
正ま
さ

祥か
ず

消
防
団
長
か
ら
辞

令
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
宮
市
長
は
、「
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
消
防
団
員
と
し
て
訓
練
に
励

み
、
地
域
防
災
の
要
と
な
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
団
員
の
み

な
さ
ん
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
矢
野
団
長
か
ら
は
「
今
日
か

ら
地
域
の
消
防
団
の
先
輩
や
消
防
署
員

の
指
導
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を

通
し
て
、
一
日
で
も
早
く
一
人
前
の
消

防
団
員
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

近
年
、
大
規
模
な
災
害
が
多
発
し
て
い

る
が
、
自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
る
と

い
う
心
構
え
を
持
っ
て
、
精
い
っ
ぱ
い

活
動
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」
と
訓
示
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
入
団
し
た
団
員
た
ち
は
、
厳

し
い
訓
練
や
研
修
な
ど
に
参
加
し
、
自

己
研
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
後
、
若
い
力
が
地
域
防

災
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
を
守
る
た
め
に　
～
大
洲
市
消
防
団
入
団
式
～

大洲のええモン　今年もずらりと
　平成30年度大洲ええモンセレクション認定書交
付式・認定品発表会が、 3 月22日㈮、オズメッセ
内の特設会場で開催されました。
　大洲ええモンセレクション認定制度は、地域産業
を活性化し、大洲市のイメージアップにつなげる
ことを目的に、平成24年度から開催されています。
昨年 7 月には、第 7 回目となる認定審査会が開催
され、新規 5 品目と更新18品目が認定品として決
定しています。

　開会にあたり二宮市長は「私たちの身近にある
商品には、たくさんの魅力が詰まっている。認定
事業者には、大洲特産品のトップランナーとして
活躍してほしい」とあいさつしました。
　また、認定事業者を代表し、株式会社サンフー
ズ代表取締役の堀

ほ っ

田
た

修
しゅう

治
じ

さんが「都市圏での知名
度向上がいちばんの課題である。今後も、魅力あ
る特産品のＰＲや新規開発に取り組んでいきたい」
と抱負を述べました。
　認定品の試食会では、多くの人が参加し、大洲
の食材の魅力を感じていました。
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市民福祉の向上を目指して
　大洲市地域活性化包括連携に関する協定調印式
が 3 月20日㈬、市役所で行われました。
　この協定は、大洲市と株式会社ファミリーマー
トが、密接に連携・協力をすることにより、市民
や観光客のサービス向上、地域の活性化を図るこ
とを目的としています。愛媛県内の市町では、大
洲市が初めて協定を締結しました。
　調印にあたり二宮市長は「平成30年 7 月豪雨での
連携がきっかけで、この協定を締結することになっ
た。コンビニエンスストアは、市民生活にとって
密接な関係がある。今回の協定締結により、幅広
く連携・協力し、ともに市民福祉の向上に努めたい」
とあいさつしました。
　また、株式会社ファミリーマート四国ディスト
リクトの西森康

や す

浩
ひ ろ

部長は「この協定を機に、自治
体との連携を密にし、地域に根差した店舗を目指
したい」と述べました。

　

愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
神
谷
優ゆ
う

太た

選
手
が
３
月

12
日
㈫
、
大
洲
高
等
学
校
を
訪
れ
ま
し

た
。こ
の
事
業
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
興
味
・
関
心
の

向
上
を
目
指
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
神

谷
選
手
は
、
ア
ジ
ア
大
会
２
０
１
８
に

出
場
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
候
補

選
手
で
す
。
大
洲
高
校
で
は
、
生
徒
と

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
な
ど
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
役
所
を
訪
れ
た
神
谷
選

手
は
、「
日
本
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
し
た
い
。
優
勝
す
る
つ
も

り
で
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
取
り
組
み
た

い
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

長
浜
を
舞
台
に
し
た
「
赤
い
橋
の
あ

る
町
で
」
の
上
映
会
が
、３
月
12
日
㈫
、

長
浜
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
長
浜
中
学
校
生
徒

や
地
元
住
民
な
ど
約
２
０
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
「
大
洲
長
浜
映
画
制
作

委
員
会
」
と
、森
幸こ
う

一い
ち

郎ろ
う

監
督
が
撮
影
・

制
作
し
ま
し
た
。
森
監
督
は
、「
地
元

の
人
と
一
体
と
な
っ
て
撮
影
で
き
た
。

長
浜
に
は
、観
光
資
源
が
豊
富
に
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
撮
影
す
る
か
と

て
も
悩
ん
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
居
浜
、
松
山
、
東
京
な

ど
で
上
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て

「
赤
い
橋
の
あ
る
町
で
」
上
映
会

住民福祉やサービスの向
上に関すること

子どもの見守り、青少年健全育
成への協力、乳児ミルク用お湯
の提供　など

防災対策に関すること
災害発生時における食料供給に
関する受注・配達の協力、避難
情報の提供　など

観光振興等に関すること
スポーツイベントの周知、地元
産商品の取り扱い促進、観光客
への化粧室の提供　など

【協定の概要】

10広報おおず 2019年5月号

おおずニュース



大洲のこだわりをご賞味ください

高齢者叙勲 長年の活動に最高位章

大洲城復元15周年　ガイドブック作成

　市は、復元15周年を迎える大洲城を主役とした新
しいガイドブック「大

おお

洲
ず

城
しろ

下
した

物
もの

語
がたり

」を、 3 月 1 日㈮
に発刊しました。
　この「大洲城下物語」は、「臥龍山荘」、「如

にょ

法
ほう

寺
じ

」
に続く大洲歴史三部作の完結作です。築城の謎から
復元に至るまで、お城の好きな人はもちろん、歴史
に興味のある人、これから学んでみようと思う人にも
楽しめる内容になっています。県内各主要書店およ
び「あさもや」、「大洲城」にて販売しています。

　おおずプレミアムマルシェが、 3 月17日㈰、おお
ず赤

あか

煉
れん

瓦
が

館
かん

で開催されました。お客さんに生産者自
慢の農作物や加工品を紹介し、おいしいものを安心
して食べてもらおうと実行委員会が企画しました。
今回は、市内外から11の店舗や団体が出店し、こだ
わり抜かれた商品を販売しました。
　訪れた人は、それぞれのお店でお気に入りの商品
を探し、買い求めていました。今後も、おおずプレ
ミアムマルシェは、 2 カ月に 1 回、赤煉瓦館にて開
催される予定です。

　ボーイスカウト日本連盟の最高位章である「富士
スカウト章」を受章したボーイスカウト大洲第一団の
隊員の西原凜

りん

さんが、3 月27日㈬、大洲市役所を訪れ、
受章の報告を行いました。
　西原さんは、小学 1 年生から大洲第一団で11年間
スカウトの活動を続けています。現在は、松山市在
住ですが、週末には大洲に戻って活動をしています。
受章について西原さんは、「受章できてとてもうれし
い。将来は、ボーイスカウトを推進していく立場にな
りたい」とあいさつしました。

上　杉　　　潤
じゅん

 さん
（中　村）

元公立中学校長

　上杉さんは、長年にわたり教育業務
にご尽力されたご功績により、このた
び「瑞宝双光章」を受章されました。

瑞
宝
双
光
章
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シリーズ

文化財
東宇山のハルニレ
愛媛県指定天然記念物
法円寺所有

　この木は、肱川右岸の
感
か ん

応
の う

寺
じ

山（標高688.6m）
南西部にある小高い丘の上で、雑木に交じって
自生しています。樹高は約15m、枝張りは東西約
24m、南北18mを誇り、樹齢は約400年と推定さ
れます。ハルニレのことを、市内では「ネレノキ」、

「オンニレ」とも呼びます。
　ハルニレは本来、北海道や東北など日本列島
北部が分布の中心で、中国・四国は分布の南限
にあたります。しかし、分布の南限にあたる地
域にもかかわらず、推定樹齢が約400年になる巨
樹にまで成長する例は極めて珍しく、県内では
他に例がありません。こうした希少性だけでな
く、ハルニレの特徴や周辺の植生を考えるうえ
でも重要な1本といえます。

（昭和39年 3 月27日指定）

野　鳥
ヤブサメ（藪雨）
スズメ目　ウグイス科
全長　10.5㎝

　 4 月の始めにやって来て「シシシシシシシシ
……」と尻上がりにさえずるウグイスの仲間で
す。名前の由来は、やぶの中で小雨が降るよう
に鳴くことからきているようです。たまに夜に
もさえずるため、昆虫に間違えられることさえ
あります。
　野鳥の中では一番高い16キロヘルツもの声を
発することで知られ、お年寄りには聞こえにく
いそうです。また、日本で 5 本の指に入る小さ
な鳥で、わずか 8 ～ 9 gの体重で東南アジアから
子育てにやって来ます。
　カレンダーや地図を持たず、毎年同じ所に命
がけで帰って、次の世代に命をバトンタッチす
る彼らを見ていると、文明に惑わされて、生き
物本来の本能を忘れかけてしまった人類は、こ
の先どこに向っているのでしょうか。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

鹿
野
川
ダ
ム
ト
ン
ネ
ル
洪こ

う

水ず
い

吐ば
き　

初
の
通
水

　

鹿
野
川
ダ
ム
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
洪
水

吐
の
初
の
通
水
を
、
３
月
12
日
㈫
に
実

施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
３
０
０
人

の
見
学
者
が
集
ま
り
、
初
の
通
水
を
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
通
水
試
験
は
、
ト
ン
ネ
ル
洪

水
吐
の
本
格
運
用
を
前
に
、
実
際
に
水

を
流
し
て
ゲ
ー
ト
の
動
作
状
況
、
水
質

や
流
況
を
確
認
す
る
た
め
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

鹿
野
川
ダ
ム
で
は
、
肱
川
流
域
の
洪

水
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

ダ
ム
に
貯
め
ら
れ
る
洪
水
の
容
量
を
約

１
・
４
倍
に
増
や
す
な
ど
の
改
造
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

国土交通省大洲河川国道事務所・山鳥坂ダム工事事務所だより

　

ト
ン
ネ
ル
洪
水
吐
の
工
事
は
最
終
段

階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ダ
ム
事
業
へ
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
野
川
ダ
ム
管
理
庁
舎

☎
34
２
３
５
０

トンネル洪水吐「初の通水」

見学の様子 通水の瞬間
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